
経
過
し
て
い
ま
し
た
。
特
に
伊
万

里
市
で
は
、
標
準
的
な
耐
用
年
数

（
15
年
）
を
大
き
く
超
え
て
老
朽
化

が
進
ん
で
お
り
、
新
施
設
の
建
設

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
新

し
く
建
設
さ
れ
た
広
域
ご
み
処
理

施
設
は
、
国
の
交
付
金
（
事
業
費

の
３
分
の
１
）
を
受
け
ら
れ
、
各
市

町
の
財
政
負
担
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
広
域
ご
み
処
理
施
設
は
、
約

３
万
平
方
メ
ー
ト
ル
（
３
ヘ
ク

タ
ー
ル
）
の
敷
地
内
に
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
回
収
推
進
施
設
（
可
燃

ご
み
処
理
施
設
）
や
、
マ
テ
リ

ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
施
設
（
不

燃
・
粗
大
ご
み
処
理
施
設
）
の

ほ
か
、
計
量
棟
、
ス
ラ
グ
（
※
）

貯
留
ヤ
ー
ド
な
ど
を
持
つ
大
規

模
な
施
設
で
す
。
建
設
費
は
約

１
４
３
億
９
９
４
万
円
（
国
の
交

付
金
は
約
44
億
５
８
１
万
円
）
で
、

平
成
28
年
１
月
４
日
か
ら
の
稼
働

（
供
用
開
始
）
に
向
け
て
、
現
在
、

最
終
点
検
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
※
）
ス
ラ
グ 

… 

可
燃
ご
み
を
、

い
っ
た
ん
高
温
で
溶
か
し
た
あ

と
、
急
激
に
冷
や
す
こ
と
で
で

き
る
砂
状
の
固
形
物
。
土
木
資

材
な
ど
の
材
料
と
し
て
安
全
に

利
用
さ
れ
る
。

　
広
域
ご
み
処
理
施
設
は
、
県
西

部
地
域
の
４
市
５
町
（
伊
万
里
市
・

武
雄
市
・
鹿
島
市
・
嬉
野
市
、
有

田
町
・
大
町
町
・
江
北
町
・
白
石

町
・
太
良
町
）
で
構
成
さ
れ
る
『
佐

賀
県
西
部
広
域
環
境
組
合
』
が
建

設
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
の
施

策
で
あ
る
環
境
負
荷
の
低
減
や
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
、
自
治
体
財
政

の
負
担
軽
減
な
ど
を
進
め
る
た
め

に
県
が
策
定
し
た
『
佐
賀
県
ご
み

処
理
広
域
化
計
画
』（
平
成
11
年

３
月
）
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

　
こ
の
施
設
で
は
、
県
西
部
地
域

で
現
在
発
生
し
て
い
る
年
間
約

５
万
５
８
０
０
ト
ン
の
ご
み
を
処

理
し
ま
す
。
今
後
は
、
分
別
・
資

源
化
や
人
口
減
な
ど
に
よ
り
、
ご

み
の
量
は
徐
々
に
減
少
し
て
い
く

と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
県
西
部
地
域
に
は
、
３
か
所
（
伊

万
里
市
、
杵
藤
地
区
、
有
田
町
）

に
ご
み
処
理
施
設
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
組
合
の
設
立
（
平
成
19

年
７
月
）
当
時
、
各
施
設
の
稼
働
年

数
は
、
伊
万
里
市
で
25
年
、
杵
藤

地
区
で
19
年
、
有
田
町
で
12
年
が

広域ごみ処理施設稼働愛 称 さが西部クリーンセンター
特集

● 問合先　環境課リサイクル推進係（☎㉓２１４５）
佐賀県西部広域環境組合（☎㉖２３５３）

県
西
部
地
域
の

ご
み
を
受
け
入
れ
る

急
務
だ
っ
た
老
朽
化

施
設
の
建
て
替
え

平
成
28
年
１
月
４
日

新
施
設
が
稼
働

施設の外観イメージは『古伊万里の積み出し港として栄えた伊万里川沿いの白壁

土蔵群』。平成 24 年度から建設工事を進めていた広域ごみ処理施設が、いよいよ

平成 28 年１月に稼働します。この施設には、可燃ごみから再利用が可能な固形

物（スラグ）と金属類（メタル）を生成する処理方式を採用したほか、余熱を利

用した発電も行うなど、環境に配慮した設備を導入しています。

今回の特集では、新施設の内容を紹介するとともに、施設稼働に伴うごみ収集の

変更点などをお知らせします。



特集　広域ごみ処理施設稼働

優
秀
賞
１
作
品
と
優
秀
賞
４
作
品

が
選
ば
れ
、
最
優
秀
賞
作
品
を
施

設
の
愛
称
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
稼
働
後
は
、
こ
の
愛
称
に
ふ
さ

わ
し
く
、
環
境
に
配
慮
し
た
事
業

運
営
を
行
い
、
地
域
か
ら
愛
さ
れ

る
施
設
と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

■
愛
　
称

　
さ
が
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
最
優
秀
賞
作
品
）

■
愛
称
を
決
め
た
理
由

『
佐
賀
』
を
ひ
ら
が
な
に
し
て
、

子
ど
も
に
も
読
み
や
す
く
、
ま

た
、
ク
リ
ー
ン
は
き
れ
い
で
、

煙
が
あ
ま
り
出
な
い
ご
み
処
理

場
を
想
像
で
き
る
よ
う
に
イ

メ
ー
ジ
し
て
決
め
ま
し
た
。

力
は
施
設
内
で
再
利
用
す
る
ほ

か
、
余
剰
分
を
売
電
し
ま
す
。

　
広
域
ご
み
処
理
施
設
の
正
式
な

名
称
は
『
佐
賀
県
西
部
広
域
環
境

組
合
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
』。
住

民
が
生
活
を
送
る
う
え
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
こ
の
施
設
が
、
多
く

の
人
か
ら
親
し
ま
れ
る
よ
う
、
県

西
部
地
域
の
住
民
を
対
象
に
、
施

設
の
愛
称
を
募
集
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広

い
年
齢
層
か
ら
50
作
品
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
最

オ
キ
シ
ン
類
は
触
媒
反
応
に
よ
り

吸
着
・
分
解
し
、
排
出
量
を
最
小

限
に
抑
制
し
ま
す
。

■
灰
の
減
量
化

　
溶
融
方
式
の
採
用
に
よ
っ
て
、

ス
ラ
グ
な
ど
の
生
成
・
再
利
用
や
、

飛
灰
（
炉
内
で
飛
散
す
る
灰
）
の
抑

制
が
可
能
に
な
り
、
処
理
時
に
発

生
す
る
灰
を
大
幅
に
削
減
し
ま
す
。

■
余
熱
を
利
用
し
た
発
電

　
ご
み
処
理
の
工
程
で
発
生
す
る

熱
を
利
用
し
て
発
電
し
、
そ
の
電

　
な
か
で
も
、
可
燃
ご
み
は
、
い

く
つ
も
の
工
程
を
経
て
無
害
化
さ

れ
ま
す
が
、
ご
み
を
集
約
し
、
大

型
施
設
で
処
理
す
る
と
、
次
の
よ

う
な
利
点
が
あ
り
ま
す
。

■
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
排
出
削
減

　
溶
融
の
全
工
程
を
連
続
さ
せ
、

高
温
（
１
５
０
０
度
以
上
）
で
処
理

す
る
こ
と
で
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

が
発
生
す
る
状
況
（
約
３
０
０
〜

４
０
０
度
）
を
回
避
し
ま
す
。
ま

た
、
排
ガ
ス
中
に
残
さ
れ
た
ダ
イ

　
県
西
部
地
域
は
、
県
の
面
積
の

約
40
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
約

９
６
４
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
中

に
、
約
23
万
６
０
０
０
人
が
生
活

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
発
生
す
る

膨
大
な
量
の
ご
み
を
、
環
境
に
負

荷
を
か
け
ず
、
効
率
的
か
つ
適
正

に
処
理
す
る
た
め
に
は
、
施
設
の

大
型
化
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

施
設
の
愛
称
を

公
募
で
決
定

処
理
工
程
の
集
約
と

大
型
化
が
カ
ギ

オペレーションルーム
（運転管理室）

↑施設の稼働に向けて、機器の調整などを行う担当者

【施設データ】
処理方式：ガス化溶融方式（シャフト炉式）
処理能力：205 トン（102.5 トン × ２炉、24 時間

稼働時）
余熱利用：蒸気タービン発電

最大 3,900 キロワット／時（一般家庭約
390世帯の１日の消費電力分）

エネルギー回収推進施設
（可燃ごみ処理施設）

〔プラットホーム〕

〔施設内の発電設備〕

【施設データ】
処理方式：破砕、選別
処理能力：22 トン（５時間稼働時）

マテリアルリサイクル推進施設
（不燃・粗大ごみ処理施設）

〔プラットホーム〕



　
粗
大
ご
み
と
ビ
ン
類
（
赤
色
の

ご
み
袋
）
の
収
集
日
が
同
じ
だ
っ

た
地
区
は
、
平
成
28
年
１
月
以
降

は
、
粗
大
ご
み
と
空
き
缶
・
金
属

類
な
ど
（
黄
色
の
ご
み
袋
）
が
同

じ
収
集
日
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ビ
ン
類
（
赤
色
の
ご
み

袋
）
や
空
き
缶
・
金
属
類
な
ど

（
黄
色
の
ご
み
袋
）、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
（
緑
色
の
ご
み
袋
）、
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
製
ト
レ
イ
（
だ
い
だ
い
色

の
ご
み
袋
）
の
収
集
日
が
毎
月
下

旬
（
20
〜
25
日
）
だ
っ
た
地
区
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ご
み
袋
ご
と
に
新
た

に
収
集
日
を
指
定
し
ま
す
。

※
変
更
後
の
収
集
日
は
、こ
の
『
広

報
伊
万
里
』
と
併
せ
て
配
布
し

て
い
る
『
収
集
日
一
覧
表
』（『
ご

み
の
分
別
と
出
し
方
』
の
裏
面
）

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
28
年
１
月
以
降
は
、
市
環

境
セ
ン
タ
ー
に
ご
み
を
直
接
搬
入

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
ビ
ン
類
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
ト
レ
イ
は
、

指
定
の
ご
み
袋
に
入
れ
て
、
地
区

の
集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

色
の
ご
み
袋
に
区
分
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
28
年
１
月
以
降
は
、

黄
色
の
ご
み
袋
に
変
更
し
ま
す
。

※
新
た
に
作
製
す
る
赤
色
の
ご
み

袋
と
黄
色
の
ご
み
袋
は
、
変
更

後
の
区
分
を
表
示
し
ま
す
。
な

お
、
す
で
に
購
入
し
た
ご
み
袋
、

店
頭
に
並
ん
で
い
る
変
更
前
の

区
分
が
表
示
さ
れ
た
ご
み
袋
も
、

引
き
続
き
使
用
で
き
ま
す
。

　
市
環
境
セ
ン
タ
ー
で
処
理
し
て

い
た
ご
み
の
う
ち
、
①
燃
え
る
ご

み
、
②
空
き
缶
・
金
属
類
・
ガ
ラ

ス
類
・
陶
磁
器
類
・
複
合
素
材
、

③
粗
大
ご
み
は
、
平
成
28
年
１
月

以
降
、
広
域
ご
み
処
理
施
設
で
受

け
入
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ガ
ラ
ス

類
・
陶
磁
器
類
・
複
合
素
材
は
赤

ごみの区分と収集日が変わります
広域ごみ処理施設が稼働しても、市環境センターは一
部の機能を残して引き続き運営します。
今後は、両施設で処理を分担するため、市が指定する
ごみの区分や、地区の集積所に出されるごみの収集日
を一部変更します。

ごみ出しのマナーを守りましょう 〜ごみは分ければ資源〜

ご
み
の
区
分
を
変
更

②空き缶・金属類
＋ガラス類・陶磁器類・複合素材

①燃えるごみ

③粗大ごみ

④ビン類
×ガラス類・陶磁器類・複合素材

⑤ペットボトル

⑥発泡スチロール製トレイ

広
域
ご
み
処
理
施
設

市
環
境
セ
ン
タ
ー

【図】ごみ区分の変更（イメージ）

ごみ袋（青）

ごみ袋（黄）

シール貼付

ごみ袋（赤）

ごみ袋（緑）

ごみ袋
（だいだい）

ご
み
の
収
集
日
を

一
部
変
更

※複合素材…可燃物と不燃物が一緒になったもの

環
境
セ
ン
タ
ー
へ
の

直
接
搬
入
は
不
可
に

▷ごみは決められた分別方法で、指定の袋に入れて出してください。指定袋に入っていなかったり、決められた日
以外に出されたりした場合は、収集しません。

▷ごみの収集時間は、作業状況により変わることがあります。収集日の午前６時から８時までの間に出してください。
▷ごみ集積所は、地区の人が清掃・管理されています。ごみ袋には必ず地区名と氏名を書いて、決められた集積所

に出してください。
▷家庭から出る再生可能な資源ごみ（アルミ缶・スチール缶、ビール瓶、新聞紙、雑誌など）は、月に１回実施さ

れる地区ごとの『リサイクルサンデー』を利用して、搬出してください。

平成28年１月から

42015.12



特集　広域ごみ処理施設稼働

計
量
棟

マテリアル
リサイクル
推進施設 エネルギー回収

推進施設

可燃

不燃

可燃と不燃

帰路

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム（
可
燃
）

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム（
不
燃
・
粗
大
）

佐賀県西部広域環境組合一般廃棄物処理施設
（愛称：さが西部クリーンセンター）
● 場　所
　伊万里市松浦町山形字上高尾５０９２番４
● 開所日
　月〜土曜日、第２日曜日、祝日
　（ただし、１月１日〜３日を除く）
● 搬入時間
　午前９時〜午後４時
● 電話番号
▷総務部門　☎㉖２３５３
▷ごみ搬入　☎㉖２３３３

ごみを直接搬入するには
広域ごみ処理施設では、『燃えるごみ』、『空き缶・金属
類、ガラス類・陶磁器類・複合素材』（燃えないごみ）、

『粗大ごみ』を受け入れます。これらのごみは、施設に
直接搬入することもできます（有料）。
ここでは、施設内の搬入経路と、搬入時に必要となる
手数料について紹介します。

さが西部
クリーンセンター

JA伊万里
産地直売所
松浦の里

至
伊
万
里
市
街

至
武
雄
市

498 松浦バイパス

宿分降り口

区　分 手 数 料 の 額

家庭から
出るごみ

10キログラムまで  80円
10キログラム超過  10キログラムまでごとに80円加算

事業所から
出るごみ

平成28年１月から平成31年３月まで
10キログラムまで  100円
10キログラム超過  10キログラムまでごとに100円加算
平成 31 年４月以降
10キログラムまで  120 円
10キログラム超過  10キログラムまでごとに120円加算

１

２

３

４
走行分岐１

計量棟２　 プラットホーム入口
（可燃）

３

　 プラットホーム入口
（不燃・粗大）

４

【図】施設内の搬入経路（イメージ）

【表】直接搬入手数料

↑伊万里市街方面から見た宿分降り口【案内図】

平成28年１月９日から
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